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概要  

現在，文献を主とした研究成果へのオープンアクセスが，機関リボジトリを主に進められ  

ている．出版による研究成果の公開とは異なり，リボジトリによる公開では即時性と多様  

性に柔軟に対応することができる．こうした特徴を生かしたリボジトリモデルを検討する  

ために，本研究では，次世代学術資源共有プロトコルに対応した，新しいリボジトリシス  

テムWEKOを開発した．  
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Ab8traet  

Worldwide activities on open access have triggered many Japanese universities to 

developinstitutionalrepositories・Currently，these repositories contain mostly  

electronicversionsofdomesticjournalarticles．Immediacyanddiversity，Whicharethe  

advantagesoftheInternetsociety；ShouldbemadeavailablethrougharepositorylThis  

Studyproposesarepositorysystem，CalledWEKO，thatenablesresearchersandothers  

toshareavarietyofscholarlycontent．  
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1．はじめに   

近年，機関リボジトリ［1】などの構築が進み，大学などの組織として，積極的に学術情報  

をインターネット上に流通させる仕組みが急速に普及している［2］．利用されているシステ  

ムの代表的なものとして，マサチューセッツ工科大学とヒューレットパッカード研究所が  

開発するDSpaceがある［3】【4］．最新バージョンである1．5系では，Apache Software  

Foundationが提供するMaven［5】を採用することで，システム開発や管理の面で改善を図  

っている．また，Manakinと呼ばれるフレームワークの導入により，エーザインターフエ  

ースのカスタマイズ性の向上を実現した［6］．日本での利用は数少ないが，サウサンプトン  

大学が開発するEPrintsも，欧米では数多くの機関リボジトリで採用されている．最新バ  

ージョンである3系では，セルフアーカイビングにおけるメタデータの品質向上を目指し  

た補完機能などの導入により，ユーザインターフェースが飛躍的に向上した［7】【8】．こうし  

たシステムを利用する日本の機関リボジトリは，現在のところ約100機関で運用されてお  

り，合計すると約60万件のコンテンツが登録されている．その殆どが，学術椎誌論文，学  

位論文，紀要論文，会議発表論文などの文献類である．   

一方で，インターネット上における参加型サイトの普及に伴い，従来は文献としてのみ  

公開されてきた研究成果が，現在では様々な段階，形式で公開されるようになってきた  

【9】【10】．インターネットを利用したオープンサイエンス，オープンイノベーションと呼ば  

れる潮流は，その黎明期を迎えた段階に過ぎないが，Web2．0に相当するような新しい科学  

の枠組みを提供する可能性がある．DSpaceやEPrintsなどのシステムも，最近では研究成  

果の再利用や共有に主眼をおいた機能拡張がなされており［6］［7］，リボジトリとオープンサ  

イエンスを融合した新しいモデルの提案や実験も進められている［11］．こうした背景の中で，  

本研究では，オープンサイエンスが必要とするコミュニティウエアへの発展を可能とする，  

新しい学術成果共有基盤WEKOの開発を行った．  

2．システムーアプリケーション構成  

2．1．基盤システム   

本研究がターゲットとするような，オープンサイエンスを意識したリボジトリ環境を構  

築する場合，以下に挙げる2つのアプローチが考えられる．  

・ DSpaceやEPrintsなどの既存のリボジトリシステムに，コミュニティウエアあるい  

はグループウエア機能を充実させる．あるいは，そうした機能をもつ外部システム  

とのマッシュアップ用APIを設計する．  

・ 拡張性をもつコミュニティウェアあるいはグループウエアの一機能（アドオン機能）  

としてリボジトリシステムを構築する．   

前者のアプローチでは，既存のリボジトリシステムや外部アプリケーションのコア機能   

にまで影響を及ぼす可能性が高い．その結果，各アプリケーションのディストリビュー   

ションを作ることになり，メンテナンス性に問題が生じる．一方，後者の場合は，前者  
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のような問題を回避することができる．しかしながら，基盤とするアプリケーションと  

しては，オープンソースあるいはオープンアーキテクチャーなものを選択する必要があ  

る．これに加え，拡張性の高いフレームワークを提供していることや，安定した開発ロ  

ードマップが期待できることが採用の鍵となる．本研究では，後者の選択肢の中でもこ  

うした条件を滴足するベースシステムとして，学術機関での導入実績も高い  

NetCommons【12］【13］を採用することとした．  

2．2．システム構成   

構築するシステムの構成図を図1に示す．ベースシステムのNetCommonsには最新バー  

ジョンである2．1（NC2）を利用した．NC2では，その基底部として，PHPによるwebア  

プリケーションのフレームワークであるMaple【14］を採用している．また，必要最低限の管  

理機能のみをコア部分に装備し，コミュニティウエアとしての諸機能はモジュールという  

単位でアドオンする形式となっている．モジュールは，管理モジュールと一般モジュール  

に大別される．用意されている管理モジュールには，「会員管理モジュール」「モジュール  

管理モジュール」「権限管理モジュール」「ページ管理モジュール」「バックアップモジ  

ュール」「セキュリティ管理モジュール」「システム管理モジュール」などがある．本研  

究では，こうした基本機能やコア部分が提供するライブラリを利用しながら，一般モジュ  

｝ルとしてのリボジトリモジュール：WIヨKO（スワヒリ語でリボジト リの意）を開発する．  

Browse r 

Middle Ware 

and  
Web Application 

OperatingSystem  

図1システム構成図  
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3．WEKO基本機能   

WEKOでは，登録するコンテンツ（アイテム）を，アイテムタイプと呼ばれる大まかな  

カテゴリで分類したうえで，インデックスと呼ばれるツリー構造をもつキーワードに関連  

付けて保存する．アイテムタイプは，アイテムを登録する際のメタデータセットを規定す  

る．インデックスツリーは，ディレクトリ検索のためのインターフェースを提供する・こ  

うした動作を基本として，一般ユーザ（Anonymous），登録ユーザ，管理者の各権限に応じ  

て，以下のような機能を提供する．  

3．1．一般ユーザ  

3．1．1．検索   

ディレクトリ検索とキーワード検索の二種類の検索機能を提供する・図2仏）に示すよう  

に，ディレクトリ検索では，WEKOブロック左側に配置したツリー内のインデックスをク  

リックすることで，その配下のコンテンツにアクセスできる．図2（B）に示したキーワード  

検索では，アイテムを登録する際に入力するメタデータに加え，テキスト，PDF，ワード，  

エクセル，パワーポイントに限り，アップロードしたファイル内容も対象（全文検索）と  

する．  

（B）キーワード検索  

蘭  チェ胤たアイテム敬卿▼滞郵   紆碑如トル  一 策示紋20 －  

澤  ■ I、、   ‾∨         ・ ‥   
甜腐恕転   

や嘩酎昼押印†さ，Y瞥扇痛○雨嶺k油l，独ソ【跡地   
鱒陶坤画鱒画一画料軟明晩雄略鱒畔卿尉抽叩  

J  

～ぷヨ鮨  
臆J ㌔押写餅・束孝拭′茨寵適中母  

J牒瑚紙皿餌  

鳥凍華  

J苛定演繁  

用＄r菅   

山汐常亨去声・草野芋粥実科   

ぷ光背翠孟‡啓偶鶉常茅野変成含ごこ   

鳥牒爛刹那醐㌍間   
LJ鷲亨既琵畢鼻毛蒜空洞正常雲8   

山荘翠珊塔暁篭   

」蓮や■糀こ革靴耳卜王翠群   
山ヌ琴琵鼠約澄薄竿誹買掛生物   

もぷ翫濾開発奄貫完なノター   

J鼠童心翠邑蒜記蕊礪センタ   

こ＝覇階貰遠点ン々－   

まぶf霞革製抒糾‡澗免セ．頒－  

㌻ミ⊆出血宣ー白．鮒I㊥l摘b s托wII■…  l摘diQ肋‡i母卓食鋸£如  

添加胴嘩頑れ如甲欄沌痢Ih柑 Y射Ⅷ埠K妃Ut飢鳩 U餌iSれl和  
FJ餅肌洞庸＝相川相知間劇ぬ1墓・間断朝・81！   

Pd、、ト．  

図2WEEOトップ画面例  
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検索した結果は，図2（C）に示すように，一覧結果として表示される．この結果に対し，  

タイトル，登録者，アイテムタイプ，査読日時，更新日時，作成日時でソートすることが  

でき，同一ページ内での表示数も変更することができる．また，リスト左側に提示したチ  

ェックボックスをチェックしたアイテムに対し，エクスポートか印刷を実行できる．各ア  

イテムのタイトルは，その詳細ページ（詳細メタデータ）へのリンクとなっている．  

3．1．2．ランキング   

以下の統計内容を，3．3．7．1で述べる設定値に基づき表示する．この情報は，ランキング  

タブをクリックした場合に提示される他，3．3．7．1で述べる初期表示設定機能により，トッ  

プページにも提示することができる．  

・ 最も閲覧されたアイテム  

・ 最もダウンロードされたアイテム  

・ 最もアイテムを作成したユーザ  

・ 最も検索されたキーワード  

・ 新着アイテム  

3．2．登録ユーザ  

3．2．1．アイテム登録   

アイテムの登録は，図3仏）に示すフローにより行われる．ファイルのアップロードの際  

には，アクセス制限（エンバーゴも設定可能）やライセンスを設定できる．リンク設定は，  

既に登録されているアイテムと相互関連がある場合に，その関係を記述する機能である・  

論文とそれに関連する各種コンテンツ（データ，ソフトウエア）などを記述するときに有  

効である．3．3．7．2で設定する査読機能を有効にしている場合は，登録されたアイテムは査  

読待状態になり，登録直後には一般に公開されない．3．3．4の操作により，管理者がそのア  

イテムを承認することで公開されることになる．  

3．2．2．ワークフロー   

自分が既に登録したアイテムの状態（査読状態など）を確認できる．タイトルのリンク  

をクリックすると，その詳細情報がポップアップウインドウで表示される．また，編集ボ  

タンをクリックすると，登録した内容を変更することができる．査読機能が有効な場合に  

は，編集されたアイテムは再度査読状態に戻る．  
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図3アイテム登録フロー  

3．3．管理者  

3．3．1．アイテムタイプ   

アイテムタイプの管理機能では，  

・ アイテムタイプの作成・変更  

・ メタデータのOAIヤMHへのマッピング  

を設定することができる．インストールした時点で，junii2フォーマット［2］［15】に対応した  

デフォルトアイテムタイプが用意されており，これをもとにコピー機能などを利用して簡  

単にメタデータセットをカスタマイズできる．各メタデータのフィールドは，表示順位，  

必須入力，複数入力，一覧表示の是非などが設定できる．また，アイテムタイプのインポ  

ート／エクスポートも可能であり，WEKOリボジトリ間でのアイテムタイプの共有も容易  

に実現できる．  

3．3．2．アイテム管理   

あるインデックスツリー配下のアイテムの登録条件を，一括して変更できる．現在変更  

可能な内容は，以下の通りである．  

・ オープンアクセスの是非（含 エンバーゴ期間の指定）  

・ 会員のみアクセスの是非  

・ ライセンス  

3．3．3．ツリー編集   

WEKOブロック左側に配置されるインデックスツリーの作成・編集を行うことができる．  

図4仏）に示したツリーにおけるインデックスの配置は，マウスを使って簡単に編集できる．  

インデックスの項目名は，同図（B）の機能により日本語と英語を登録でき，NC2の言語選択  
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モジュールにより表示内容を切り替えることができる ．また，同図（C）の機能によりインデ  

ックス自体に公開日を設定することができ，発刊日の制御が必要な雑誌の公開にもかつよ  

うできる．同図（D）の表示範囲機能は，ツリーの展開時に設定した上位何件かのインデック  

スのみを表示する機能である．同図（E）の機能を利用することで，インデックス直下へのア  

イテムの登録を，NC2で規定するユーザの権限，あるいは所属するグループで制御するこ  

とができる．  
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（A）マウスにより   

編集可能  

図4インデックスツリー管理画面  

3．3．4．査読／承認   

登録されたアイテムの状態を変更することができる．3．3．7．2で設定する査読機能を有効  

にしている場合は，登録されたアイテムは査読待状態になり，一般には公開されない．査  

読／承認タブのクリックにより，査読待ち状態のアイテムの一覧が表示される．各アイテ  

ムのタイトルの右側のプルダウンメニューから，状態（承認・却下）を変更することがで  

きる．変更を確定するために，中央下部にある変更ボタンをクリックする必要がある．  
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3．3．5．インポート   

WEKO仕様のⅩML形式のファイルをインポートできる．インポート形式の仕様は，同  

WEKOからエクスポートしたファイルから簡単に確認できる．  

3．3．6．ログ解析  

リボジトリへのアクセス状況などがグラフ表示で確認できる．解析したい期間を指定し  

た上で，  

・ アイテム登録数  

・ ダウンロード数  

・ 閲覧回数  

に対して，日，週，月，および，年単位のスケールでログが集計できる．さらに詳細な解  

析をしたい場合には，CSVファイルがダウンロードできる．  

3．3．7．一般管理   

一般的なシステムのカスタマイズ項目を，「表示設定」「運用設定」「サーバ設定」に分類  

して提供する．以下では，各設定内容について説明する．  

3．3．7．1．表示設定  

初期表示設定   

トップページに表示する内容として，「インデックス配下の内容」か「ランキング」を選   

択できる．前者の場合には，さらにどのインデックスの内容を表示するかを選択できる．  

ランキング管理   

ランキングの計算の方法，および，表示順位数と表示項目を設定できる．  

3．3．7．2．運用設定  

アイテム管理   

Export機能として添付ファイルまでを対象にするか否かと，査読機能の有効・無効化を   

選択できる．  

ログ解析管理   

検索エンジンのクローリングロボットなど，ログ解析から除外するIPアドレスのブラッ   

クリストを設定できる．  

サイトランセンス認可   

登録されたIPレンジからのアクセスは，添付ファイルにおいて，  

・ ファイルアイテム属性タイプのログインユーザのみ公開  

・ 課金ファイルアイテム属性タイプの各グループへの課金   

に関する認可処理を介すことなく，ダウンロードが可能になる．  
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データベース管理   

全文検索のためのインデッキシングをマニュアルで実行することができる．  

3．3．7．3．サーバ設定  

OS設定   

WEKOを利用するOSをLinuxとWindowsから選択できる．  

書誌情報簡単登簸  

ISBNから書誌情報のメタデータを補完する機能で，アマゾンのAccess XeyID   

（AWSAccessKeyId）を設定できる．  

OAI・PMH設定   

OAI－PMHの要求Identifyに対する応答のパラメ山タを設定できる．  

サーバ環境   

全文検索およびPDFファイルのサムネイル作成のための，外部コマンドへのパスを設定   

できる．  

4．次世代連携機能  

4．1．OAトORE   

OAI－ORE（OpenArchiveInitiative－ObjectReuseandExchange）とは，OpenArchive  

Initiativeが提案するWebリソースの集合体を記述するための仕様である【16］．wEKOに  

おけるインデックスツリーは，あるキーワードで記述できるアイテムの集合体を表現する．  

そこで，インデックスのノード毎にOAI－OREのAtomによりシリアライズされたリソース  

マップを公開するように実装した．WEKOのリソースマップは，OREアイコンをクリック  

することにより確認できる．リソースマップのHTML内への埋め込み，および，アイテム  

の詳細ページ（スプラッシュページ）に対するリソースマップの配置については，今後，  

検討すべき課題である．  

4．2．SWORD   

SWORD（Simple Web service OffbringRepository Deposit）［17］［18］とは，ATOM  

PublishingProtocol【19］［20］のプロファイルとして規定された，リボジトリにアイテムを登  

録するためのプロトコルである．これにより，ウェブブラウザを介すことなくリボジトリ  

にアイテムを登録できたり，同時に複数のリボジトリへの登録や機械的な登録を簡便に行  

うことができる．WEKOは，現状の最新バージョンである1．3に対応したSOWRDサーバ  

として機能する．また，図5に示したWindows上で動作するクライアントアプリケーショ  

ンも用意した．このクライアントを利用することにより，ウェブブラウザからWEKOにア  

クセスすることなく，アイテムを登録することができる．SWORDでは，同図仏）に示した  

ようなサービスドキュメントをサーバから取得し，アイテム登録の条件を知ることができ  
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る．こうした基本情報に加えて，本クライアントでは，WEKO上の所望のインデックスに  

アイテムを登録できるように，インデックスツリーの情報も取得できるような拡張を行っ  

た．  

図5インデックスツリー対応SWORDクライアント  

4．3．Shibboleth認証   

Shibbolethとは，Internet2が開発するSAMLベースの認証基盤であり，Webアプリケ  

ーションへのシングルサインオン環境を提供する［21］．NC2への実装としては，権限と所  

属するグループを属性として取得することで，アイテムへのアクセス制御を可能とした．  

こうした認可のための情報は，IDプロバイダーからは任意の属性として受け取ることがで  

き，NC2側のコンフィダフアイルで適宜マッピングできるように拡張性をもたせた．  

5．おわりに   

本研究では，コミュニティウエアとリボジトリを連携させる学術資源共有基盤WEKOを  

構築した．今回の開発では，ファイルとメタデータをマネージする従来型のリボジトリ機  

能に加え，各リボジトリの連携を考慮した最新のプロトコルの実装を試みた．今後，こう  

した機能を活用し，オープンサイエンス等の新しい研究スタイルを実現するための，実証  

実験を進めていきたいと考えている．WEKO に関する最新の情報は，  

http：〟weko．at．nii．ac．jp／から取得することができる．  
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